地域密着型サービス運営推進会議記録（第2回）


	施設名
	グループホーム高砂

	施設種類
	認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和4年6月14日

	会場
	新型コロナウイルス感染拡大防止の為、文書で報告

	参加者
	利用者代表
	0人

	
	利用者家族代表
	１人

	
	地域住民代表
	1人

	
	有識者
	0人

	
	高齢者お世話センター
	[bookmark: _GoBack]1人

	
	市職員
	0人

	
	事業者
	１人



	報告事項
	１、施設状況について
男性1名、女性16名　計17名、平均介護度1.8
5月26日～要介護1の女性、
6月1日～要介護1の女性が入所される。
現在、入所問い合わせあり、検討中である。
２、入所者状況について
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、面会禁止継続中であり、
ベランダの窓越しに面会をしていただいている。
状況を見ながら、制限付きで面会ができるようロイヤルケアセンター
と相談していく予定。
３、行事報告について
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、ボランティアさんの
慰問や外出行事は自粛している。
室内でできるおやつ作りや季節を感じるレクを行っている。

4月10日　手作り蒸しパンにトッピング
5月28日　あんみつ作り
6月3日　手作りたこ焼き体験



４、職員研修報告
　4月の勉強会　※事故防止対策委員会　　　　※感染対策委員会
　　　　　　　　※認知症委員会　　　　※身体拘束委員会
　5月の勉強会　※事故防止対策委員会「事例検討」
５、家族様との関わりについて
　月に一度のお支払い時には、必ず現状を報告している。
　認知症状の進行やＡＥＤの変化でケアプランの見直しの際や、転倒や
　怪我、病院受診時にも家族様に報告を行っている。
　特に新規入居者に関しては、マメに連絡、近況報告をする事で安心して
　いただけるよう努めている。
　家族様より、ベランダからの面会では、入居者が聞こえにくい等の声
　もあり、飛沫防止シートを隔てた対面による面会の再開も検討中である。

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	

	

	
	

	
	



